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動
車
ỏ
ハ
イ
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ド
車
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で
地
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税
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め
る
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件
を
満
た
す
も
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を
除
く
Ờ
に
つ
い
て
は
ỏ
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と
お
り
の
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額
と
な
り
ま
す
Ố

　
軽
自
動
車
税
は
ỏ
毎
年
4
月
1
日

現
在
の
登
録
名
義
人
で
あ
る
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有
者
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割
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販
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有
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あ
る
場
合
は
使
用
者
Ờ
に
課
さ
れ

ま
す
Ố
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成
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Ờ
で
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Ố
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Ố
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家
屋
を
取
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壊
し
た
ら
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成
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で
に
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を
取
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し
た
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合
ỏ
平
成
　
年
度

27

の
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ま
せ
ん
Ố
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簿
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滅
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ỏừ
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Ố
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Ờ
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滅
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　市では、小倉台の「千葉ニュータウント
リアス管理組合」協力のもと、その敷地内
のごみ集積所に業務用の大型生ごみ処理
機を設置して、居住者が共同で利用でき
る「大型生ごみ処理機実証実験」を平成
26年4月から実施しています。
　実験は、家庭から排出される生ごみの
減量・資源化を図りながら、その減量効果
などを検証し、今後の事業展開を検討し
ていくものです。利用者からは「今まで魚
などの生ごみは、臭いが気になることも
あったが、これなら毎日いつでも出せる
ので助かる。」「燃やすごみも週1回にまと
められるようになった。」という声が聞か
れ、その利便性を実感されています。
　大型生ごみ処理機の設置を検討したい、

実験に興味がある集合住宅管理組合の人
は見学が可能です。
※詳しくは下記までご連絡ください。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線
382）。

▲設置された生ゴミ処理機

平成⚒⚖年（⚒⚐⚑⚔）12月1日号（10）
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初
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受
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Ờ
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Ố
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Ờ
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受
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Ờ
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Ố
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Ờ
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受
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Ờỏ
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自
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引
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上

　
　
軽
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動
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げげ

働
く

選
挙

　　　　　　集合住宅で生ごみの共同処集合住宅で生ごみの共同処理理
大型生ごみ処理機実証実験を見学してみませ　大型生ごみ処理機実証実験を見学してみませんんかか

胸表1原付自動車、オートバイ、小型特殊自動車税額表胸
年税額種　　類

2,000円50cc以下のもの（ミニカーを除く）原
動
機
付
自
転
車

2,000円二輪90cc以下のもの

2,400円二輪125以下ccのもの

3,700円三輪以上20cc超（ミニカー）

3,600円二輪の軽自動車（125cc超250cc以下）

6,000円二輪の小型自動車（250cc超）

2,400円小型特殊自動車（農耕作業用）

5,900円小型特殊自動車（その他）

3,600円ボートトレーラー

胸表２　軽自動車（三輪以上のもの）税額表胸
年税額種　　類

3,900円（3,100円）三輪

6,900円（5,500円）営業用
乗用四

輪
以
上

10,800円（7,200円）自家用

3,800円（3,000円）営業用
貨物

5,000円（4,000円）自家用

※（　）内の数字は現行の年税額です。

胸表3　経年車の重課税（１３年を超える軽自動車）胸�
年税額種　　類

4,600円三輪

8,200円営業用
乗用四

輪
以
上

12,900円自家用

4,500円営業用
貨物

6,000円自家用

※平成28年度からの適用になります。

愛愛情情点点検検
長年ご使用の暖房器具で、経年劣化が原因の火災が起きています

快快適適なな冬冬をを！！で

電気毛布･電気ミニマット

電気毛布･電気ミニマット・電気カーペット

・ヒーター線や表面がこのような場合
にはご使用を中止してください。
・ソファーやクッションの上など
に置いて使用しないでください。

・使用していないときに電源プラグを差したままにしていませんか？
・表面の傷や破れ、ヒーター線の露出などがありませんか？
・スイッチを入れても暖かくならないことはありませんか？
・電源コードやコントローラが熱かったり臭いがしたりしませんか？

少しでもおかしいと思ったらご使用を中止してください
・発煙、煙火、こげの原因になるおそれがあり、そのままご使用いただくの
は大変危険です。電源を切り、コンセントから電源プラグを抜いて、販売店
またはメーカーのお問合せ先にご相談ください。

電気毛布･電気ミニマット・電気マットをご使用のみなさまへ

・重なり ・ループ状
・使用上によ
る折りぐせ

・表面の
変色


